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坂
出
祥
伸
著
『

敎
と
東
南
ア
ジ
ア
華
人
社
會

｜
そ
の
信
仰
と
親
族

結
合
｜
』

吉

野

晃

は
平

十
二
〜
十
四
年
度
科

費
補
助
金
基
盤

究
�Ｂ
）

�１
）「

敎

密
敎

辟

呪
物
の

査
・

究
」
に
よ
り
東
南

ア
ジ
ア
・
臺
灣
・
南
中
國
に
お
い
て

査
を
行
い
、
そ
の

果
は

大
形
徹
・
坂
出
祥
伸
・
賴
富
本
宏
�

）二
〇
〇
五
『

敎

密
敎

辟

呪
物
の

査
・

究
』（
ビ
イ
ン
グ
�ネ
ッ
ト
・
プ
レ
ス
）
と

し
て
出
版
さ
れ
た
。
本
書
は
こ
の

査

究
の
副
產
物
で
あ
る
。

査

究
で
訪
れ
た
廟
や
會

等
の
訪
問
記
と
そ
こ
で
見
聞
し
た

宗
敎
設
備
や
辟

物
に
關
す
る
見
聞
記
が

と
な
っ
て
い
る
が
、

は
そ
れ
ら
の
裏
に

民
族
の
宗
族
を
讀
み

ん
で
ゆ
く
。
エ

ッ
セ
イ
風
の
訪
問
記
・
見
聞
記
に
、

學
に
裏
打
ち
さ
れ
た
論

考
を
交
え
、
一
般
向
け
の
本
な
が
ら
部
分

に
は
專
門

な
論
考

も
覗
え
る
書
と
な
っ
て
い
る
。

本
書
の
構

は
以
下
の

り
で
あ
る
。

第
Ⅰ
部

敎
と
は
、
宗
族
と
は

１

敎
と
は
な
に
か

２
民

に
お
け
る
儒
敎
と

敎

３
宗
族
と
は
な
に
か

４
宗
族
と
復
讐

第
Ⅱ
部

各
地
の

敎
と
宗
族

四
五

『

敎
と
東
南
ア
ジ
ア
華
人
社
會
｜
そ
の
信
仰
と
親
族

結
合
｜
』
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１
バ
ン
コ
ク
・
ペ
ナ
ン
・
マ
ラ
ッ
カ
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
華

人
街
の

敎

２
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
の

居
・
墓
地
・
會

・
宮
廟

【
附
】
華

と
し
て
の
厦
門
・
泉
州
・
香
港
の

敎
と
宮
廟

３
マ
ニ
ラ
華
人
街
の

敎
・
同

會

・
宗
親
會

【
附
】
華

と
し
て
の
晉
江
、
厦
門
の

敎
と
墓
地

【
附
】
マ
ニ
ラ
華
人
社
會
の
結
合
力
｜
同

會

・
宗
親
會
｜

４
金
門
島
と
鹿
港
の

敎
宮
廟

總
括

東
南
ア
ジ
ア
華
人
社
會
の

敎
信
仰
と
宗
族

結
合

｜
タ
イ
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
｜

第
Ⅰ
部
は

敎
と
宗
族
に
關
す
る
入
門

解

で
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の

は
も
と
も
と
別
の
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
の
で
、

べ
て
い

る

容
が
部
分

に
重
複
し
て
い
る
。
そ
の
た
め

ご
と
に
わ
け

ず
、
ト
ピ
ッ
ク
ご
と
に

容
を
整
理
し
紹
介
す
る
。

敎

氣
の

動
に
身
を
委
ね
救
濟
を
求
め
る
の
が

敎
の
原

な
形
態
で
あ
る
。
本
來
は
自
力
救
濟
の
宗
敎
で
あ
っ
た
が
、

後
に
幾
多
の
宗
敎

動
と
し
て
展
開
し
、
不
老
長
生
の
み
な
ら

ず
、
個
人

救
濟
も
社
會

救
濟
も

う
宗
敎
と
な
っ
た
。
關

や

の
よ
う
な
民

信
仰
の
神
々
の
祭
祀
も

士
が
管

し
て
お
り
、
民
俗
宗
敎
に
も

士
が
關
わ
っ
て
い
る
。
儒
敎
が

士
大
夫
や
官
僚
の
立
場
を
示
し
て
い
る
の
に
對
し
、
民
衆
の
生

活
に
寄
り
添
い
信
仰
さ
れ
て
き
た
の
は

敎
な
の
で
あ
る
。

宗
族

父
子
は
氣
を
同
じ
く
し
て
お
り
、
父
系
の

先
と
子
孫
の

氣
も
同
一
で
あ
る
た
め
感
應
す
る
。
宗
族
は
こ
う
し
た
父
系
の

同
一
の
氣
を
持
つ
人
々
の
集
團
で
あ
る
。
宋
代
に
科

制
に
よ

る
官
僚

制
が

立
す
る
と
、
古
來
の
宗
族
制
が

さ
れ
、

今
日
の
よ
う
な
宗
族
組
織
と
な
っ
て
き
た
。
そ
う
し
た

淸
以

降
の
宗
族
の

立
て
は
、
宗
祠
・
族
產
・
宗

・
宗
規
で
あ

る
。
族
規
に
み
ら
れ
る
宗
族

自
治
は
一
面
で
個
人
の
獨
立
を

抑
壓
す
る
。
そ
の
た
め
、

大
革
命
で
破

對

と
さ
れ
た

が
、

年
の
復
活
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
根

さ
が
あ
る
。
宗
族

は
對

な
相
互
扶
助
・
親
睦
と
對
外

な
競

・
復
讐
の
兩

側
面
を
持
つ
。
こ
の
よ
う
な
宗
族
の
個
別
利

と
國
家
の
共
同

利

と
は
矛
盾
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

民
族
の
實
態

な
組

織
は
宗
族
制
で
あ
り
、
宗
族
の
同
族
原
理
が

大
さ
れ
た
宗
親

四
六
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會
は
國
境
を
越
え
た
世
界

組
織
を
作
り
上
げ
る
ま
で
に
到
っ

て
い
る
。

孝

孝
は
、
宗
族
の
實

規
範
で
あ
り
、

先
の
偉
業
を
受
け

ぎ
更
に

功
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
點
で
日
本
人
の
考
え
る

「
孝
」
と
は
根
本

に
異
な
る
。
宗
族
制
�孝
・

先
祭
祀
は
儒

敎
に
固
有
で
は
な
く
、

民
族
の
社
會
に
共

し
た
も
の
で
あ

る
。

呪
符

宗
族
の
繁
榮
を
確
か
な
も
の
と
し
て
保
證
す
る
た
め
の
方

法
が
呪

で
あ
り
、
呪
符
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。

Ⅱ
部

各
地
の
同

と
宗
族

第
Ⅱ
部
で
は
、
東
南
ア
ジ
ア
や

臺
灣
、
中
國
南
部
の

査
地
に
お
け
る
訪
問
記
が
綴
ら
れ
、
隨
時

考
察
が
入
る
。
各
地
に
お
け
る
訪
問
先
は
以
下
の

り
で
あ
る
。

１

バ
ン
コ
ク
・
ペ
ナ
ン
・
マ
ラ
ッ
カ
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
華

人
街
の

敎

バ
ン
コ
ク
の
大
本
頭
公
廟
、
新
本
頭
公
廟
、

本
頭

廟
、
報
德
善
堂
、
呂

廟
、
玄
天
上

廟
。
更
に
「
本

頭
公
」
の
由
來
を

討
し
て
い
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
ペ
ナ

ン
の
淸
水

師
、
天
公
壇
、
拿
督
公
、
マ
ラ
ッ
カ
の
和

宮
、

北
添
宮
、
眞
空
敎

堂
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
の
南
天
宮
、
仙

師
四
師
宮
、
宗
賢
堂
、
宗

堂
、
華
人
墓
地
、
玄
眞
胡
堂
院
、

馬
來
西
亞
福
建
社
團
聯
合
會
。
華
人
社
會
で
の
人

關
係
は
宗

族
よ
り
も
會

が
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

２

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
の

居
�墓
地
・
會

・
宮
廟

シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
シ
ョ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
な
ど
の
建
築
物

お
よ
び
華
人
墓
地
に
つ
い
て
見
聞
記
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
會

や
宗
族
、

敎
關

で
は
以
下
の
施
設
を
訪
問
し
て
い
る
。
福

建
會

、
晉
江
會

、
江
夏

氏
公
會
、
白
氏
公
會
、
孫
氏
公

會
、
陳
氏
宗
祠
、
白
氏
宗
祠
、

廟
、
金

廟
、
麟
山
亭
、

大
伯
公
、
東
嶽
大

、
玉
皇
殿
、
玉
皇
大

、
孔
子
公
、
鳳
山

寺
、
南
安
會

、
保
赤
宮
、
新
加
坡

敎
總
會
。

【
附
】
華

と
し
て
の
厦
門
・
泉
州
・
香
港
の

敎
と
宮
廟

厦
門
の
靑
礁
慈
濟
宮
な
ど
、
泉
州
の
富
美
宮
、
安
溪
の
淸
水

巖

師
廟
な
ど
、
香
港
の
省
善
眞
堂
、
靑
松

、
蓬

仙
舘
、

大
仙
廟
、
澳
門
の

閣
、

古
廟
な
ど
。
香
港
省
善
眞

堂
で
は
扶

を

察
し
て
い
る
。

３

マ
ニ
ラ
華
人
街
の
同

�同

會

・
宗
親
會

マ
ニ
ラ

四
七
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の
寶
泉
庵
正
爐
、
石
獅

廟
、
天
后
宮
、
靑
陽
石
鼓
廟
、
九

大

、
大

玄
壇
、
泰
玄

總
壇
、
臨

堂
宗
祠
（
施

氏
）、
華
僑
義
山
。

【
附
】
華

と
し
て
の
晉
江
、
厦
門
の

敎
と
墓
地

晉
江

の
崇
眞
殿
、
寶
泉
庵
、
莊
氏
家
廟
。
衙
口
の
施
氏
家
廟
。
錢
江

の
施
氏
家
廟
。
厦
門
の
公
墓
。

【
附
】
マ
ニ
ラ
華
人
社
會
の
結
合
力
｜
同

會

・
宗
親
會
｜

菲
臨

堂
宗
祠
、
石
獅

廟
、
寶
泉
庵
正
爐
、
靑
陽
石
鼓

廟
、
九
宵
大

、
泰
玄

總
壇
。

４

金
門
島
と
鹿
港
の

敎
宮
廟

金
門
島
の
家
廟
、

廟
。

護
符
（
鎭
宅
符
、
剪
刀
符
、
牆
角
安
角
附
）

察
。
鹿
港
の
玉
渠

宮
、
田

元
帥
。

總
括

東
南
ア
ジ
ア
華
人
社
會
の

敎
信
仰
と
宗
族

結
合

で
は
第
Ⅱ
部
に
お
け
る
見
聞
記
を
踏
ま
え
て
い
く
つ
か

の
點
を
指
摘
し
て
い
る
。
一
、
東
南
ア
ジ
ア
へ
移

し
た
華
人

た
ち
は
、

土
で
信
仰
し
て
い
た
神
佛
を
帶
來
あ
る
い
は
招
來

し
て
祀
り
、
そ
れ
が
街
や
集
落
の
中
心
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
多

神
信
仰
の

相
を

し
て
い
る
。
二
、
そ
れ
ら
の
神
佛
に
對
す

る
祭
祀
が
現
地
の
宗
敎
民
俗
と

合
し
て
拿
督
公
な
ど
の
新
た

な
信
仰
形
態
を
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、
仙
四
爺
の
よ
う
に
現
地

の
移

華
人
が
創
始
し
た
信
仰
も
あ
る
。
三
、
福
建
の
宗
祠
家

廟
で
は
位
牌
の
み
祀
り
、
神
佛
を
祀
っ
て
い
な
い
が
、
東
南
ア

ジ
ア
の
宗
祠
に
は
位
牌
の
他
に

々
な
神
佛
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

四
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
儒
・
佛
・

の
三
敎

合
一
（
乃
至
三
敎
以
外
も
合
一
）
の
民

信
仰
が
活
潑
で
あ
る
。

以
上
、

を
紹
介
し
た
。

に
も

べ
た
よ
う
に
、
本
書

は
一
般
向
け
の
書
で
あ
り
、
專
門

な
記

と
し
て
は
や
や
曖
昧

な
部
分
が

る
。
例
え
ば
、
宗
族
の
事
例
と
し
て
宗
親
會
が
度
々

出
て
く
る
が
、

も
宗
親
會
を
「
疑
似
宗
族
」（
七
四
〜
七
五

頁
）
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
宗
族
と
宗
親
會
は
似
て
い
る
が
別

物
で
あ
る
（
六
○
頁
、
七
二
頁
〜
七
五
頁
、
一
二
三
頁
〜
一
二
四

頁
）。
宗
族
が
親
族

系

關
係
に
基
づ
く
親
族
集
團
で
あ
る
の

に
對
し
、
宗
親
會
は
宗
族
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
も
の
の
、
親
族

關
係
を
確

で
き
な
い
部
分
を
含
ん
だ
同
姓
の
疑
似
親
族
集
團
で

あ
る
。
し
か
し
、
劉
氏
宗
親
會
（
三
三
頁
〜
三
四
頁
）
と
鄭
氏
宗

親
會
（
六
○
頁
）
の
記

で
は
、
宗
族
の
基
本
構

に
つ
い
て

四
八

『

敎
と
東
南
ア
ジ
ア
華
人
社
會
｜
そ
の
信
仰
と
親
族

結
合
｜
』
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べ
た
直
後
に
宗
親
會
の
事
例
や
宗
親
會
の
大
宗

な
ど
を
紹
介
し

て
い
る
の
で
、
宗
族
と
宗
親
會
と
の
區
別
が
讀

に
は
つ
き
に
く

い
。
東
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
現
地
に
華
人
が
定

し
て
多
く

の
世
代
を
經
る
に
は
到
っ
て
い
な
い
。
三
〜
四
世
代
で
は
宗
族
そ

の
も
の
を
形

す
る
に
は
十
分
な
世
代
數
と
は
言
え
ず
、
親
族
に

よ
る
宗
族
の
形

は

し
い
。
し
か
し
、
何
ら
か
の
つ
な
が
り
に

基
づ
い
て
自
衞
自
存
の
爲
の
組
織
を
作
り
上
げ
る
必

が
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
が
宗
親
會
と
い
う
形
で
顯
現
す
る
。
こ
れ
は
臺
灣
に
も

同

の
事

が
あ
る
。
ま
た
、
東
南
ア
ジ
ア
華
人
社
會
に
お
い
て
、

會

な
ど
の
同

集
團
の
活
動
が
目
立
つ
こ
と
も
こ
う
し
た
事

に
關
わ
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
點
を
も
う
少
し
詳
し
く

し
て

い
た
だ
き
た
か
っ
た
。

ま
た
、
宗
族
は
同
じ
父
系
の
氣
を
共
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
が
、

そ
れ
が
「
血
」
の

續
と
さ
れ
る
（
三
〇
頁
〜
三
一
頁
、
七
一
頁
）。

し
か
し
、
南
中
國
の
民
族
誌
に
よ
れ
ば
、
子
が
父
か
ら
受
け

ぐ

の
は
骨
で
あ
り
、
骨
が
父
系

に

續
す
る
も
の
と
し
て
民

で

は

識
さ
れ
て
い
た�１
）。「
血
」
と
す
る

料
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、

日
本
人
讀

に
は
「
血
」
で

し
た
方
が
わ
か
り
や
す
い
の
で

あ
ろ
う
が
、
一
方
で
「
男
骨
女
血
」
と
い
っ
た

念
も
根

か
っ

た
の
で
、
こ
う
し
た
點
に
も
言

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
身

親
族
關
係
の
日
中
の

い
も
際
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

い
く
つ
か
氣
に
な
る
點
を
指
摘
し
た
が
、
宗
族
・
宗
親
會
に
つ

い
て
日
本
人
讀

に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に

い
た
讀
み
物
で
あ

る
。
先
に
も

べ
た
よ
う
に
、

査
の
訪
問
記
で
も
あ
り
、
多
く

の
エ
ッ
セ
イ
を
ま
と
め
た
た
め
體
系

な
構

に
は
な
っ
て
い
な

い
が
、
氣

に
讀
み

め
る
こ
と
が
で
き
、
且
つ
專
門

に
も
重

な
指
摘
が
隨

に
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
、

敎
と
宗
族
そ
れ
ぞ

れ
に
關
す
る
解

書
や

究
書
は
數
多
出
て
い
る
も
の
の
、
こ
の

兩

を
結
び
つ
け
て

べ
た
本
は
少
な
い
。

敎
な
ど
の
宗
敎

究
で
は
經

・
敎
義
の

究
や
儀
禮
の

第
の

査
な
ど
に
多
く

關
心
が
寄
せ
ら
れ
る
が
、
そ
う
し
た
經

を
用
い
た
儀
禮
を

催

す
る
組
織
の
探
究
も
亦
た
必

で
あ
る
こ
と
を
こ
の
本
は
示
し
て

い
る
。
こ
の
本
で
宗
族
や
宗
親
會
に
關
心
を
持
っ
た
讀

に
は
、

瀨
川
昌
久

二
〇
〇
四
『
中
國
社
會
の
人

學
｜
親
族
・
家
族
か

ら
の
展

｜
』（
世
界
思
想
社
）・
瀨
川
昌
久
�

）二
〇
一
六
『�
宗

族
�
と
中
國
社
會
｜
そ
の
變
貌
と
人

學

究
の
現
在
｜
』
や

四
九

『

敎
と
東
南
ア
ジ
ア
華
人
社
會
｜
そ
の
信
仰
と
親
族

結
合
｜
』
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吉
原
和
男
ほ
か
�

）二
〇
〇
〇
『�
血

�
の

構
築
｜
東
ア
ジ

ア
に
お
け
る
父
系
出
自
と
同
姓
結
合
｜
』（
風

社
）
な
ど
を
讀

み

め
る
こ
と
を
お

め
す
る
。
本
書
は
、
そ
う
し
た
探
究
の
き

っ
か
け
に
な
る
書
で
あ
る
。

（
Ｂ
６

、
二
一
二
頁
、
二
〇
一
三
年
六

、

東
方
書
店
、
一
七
〇
〇
圓
（

別
））

註�１
）

フ
リ
ー
ド
マ
ン
、
Ｍ

一
九
八
七
『
中
國
の
宗
族
と
社
會
』

（
田
村
克
己
・
瀨
川
昌
久
譯
）
弘

堂
、
一
七
八
頁
〜
一
七
九
頁
、

渡
邊
欣
雄

一
九
九
〇
『
風
水
思
想
と
東
ア
ジ
ア
』
人

書
院
、

一
三
五
頁
〜
一
三
六
頁
な
ど
。

寄

稿

規

集

委

員

會

一
、
寄
稿

は
本
學
會
員
に
限
り
ま
す
。

二
、
枚
數
制
限
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
必
ず
完

原
稿
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

論
考

四
百
字
詰
四
十
枚

度

究
ノ
ー
ト

四
百
字
詰
二
十
枚

度

書

・
新
刊
紹
介

四
百
字
詰
十
枚

度

國
際
學
界
動
向

四
百
字
詰
十
枚

度

な
お
、
論

寄
稿
の
場
合
に
は
、
左
記
の
論

旨
を
添
附
し
て
く
だ
さ
い
。

○
外
國
語
に
よ
る
論

旨

旨
の
作

は
原

に
一
任
い
た
し
ま
す
が
、

集
委
員
會
が
校

訂
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
外
國
語
は
原
則
と
し
て
英
語
と
し
、
語

數
は
三
百
語

度
と
し
ま
す
。
中
國
語
表
記
は
ウ
ェ
ー
ド
方
式
、
あ

る
い
は

（
ピ
ン
イ
ン
）
方
式
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
外
國
語
に
よ
る
論

旨
の
日
本
語
原

投
稿
に
際
し
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
寄
稿

項
、
原
稿
整
理
票
を

參
照
し
て
く
だ
さ
い
。

○
本
誌
に

載
さ
れ
た
原
稿
は
、
發
行
よ
り
三
年
經

し
た
後
に
ウ
ェ

ブ
上
に
て
公
開
さ
れ
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
で
の
公
開
を
承
諾
さ
れ
な
い
方

は
投
稿
時
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

な
お
公
開
さ
れ
る
場
合
も

作
權
は
執
筆

に
あ
り
ま
す
。（
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

く
だ
さ
い
。）

三
、
原
稿
締
切
は
、
六

二
十
日
、
十
二

二
十
日
と
い
た
し
ま
す
。

四
、

容
は
未
發
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

否
は
、
當
學
會
に
御
一
任
く
だ

さ
い
。

五
、

刷
を
御
希

の
方
は
、
有
償
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
ま
た
は
印
刷

子
を

作

い
た
し
ま
す
。

六
、
特
殊
製
版
（
圖
版
・
寫
眞
版
な
ど
）、
組
み
替
え
な
ど
の
費
用
は
寄
稿

の

と
な
り
ま
す
。

付
先

〒
���
�����

大

府
堺
市
中
區
學
園
町
一
｜
一

大

府
立
大
學
人

社
會
學

究
科
大
形
徹

究
室

日
本

敎
學
會
事
務
局

電
話

〇
七
二
｜
二
五
四
｜
九
六
二
二

E
-m
a
il:
in
fo
＠
ta
o
istic-resea

rch
.jp

五
〇

『

敎
と
東
南
ア
ジ
ア
華
人
社
會
｜
そ
の
信
仰
と
親
族

結
合
｜
』


